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ジシ ャンlまじ

め . 会 場や制作 など様々 な方 々 の ご協 力に よりお こな われる

もので す｡ 収 益の 半分は ｢ せんだ い コ ミ ュ テ イ カフ ェ 準備室｣

の 設立資金 として活用 し, もう半分を , 母 子週 末保 糞プ ロ ジェ

ク ト ｢ ち い さなた ぴ J a p a n J h tt p:/ / c h iit a b L c o m / ( 放

射 能汚染地 区に おり , 様 々な事情 の ために避難 移住で きない

母子 の ため に ､ 週 末な どに比 戟的汚 染程度 の低 い エ リア の 宮

城 県内で合宿 しなが ら , 母 子双方 の 心身の保 養を助 ける目的

とする団体) へ 寄付 させてい ただ きます ｡
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2 0 1 2 年2 月1 9 日㊥ 1 3 : 0 0 - 1 9 : 3 0

入場料/ ㊨ 3 , 5 0 0 円 l白∋3 , 9 0 0 円
( ドリ ン ク代別 ¥ 5 0 0 / 当EI) 全席 自由 ※ 中学生まで無料

会場 : R e n s a ( レンサ)
h tt p :// w w w . r e n s a .j p /
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岩

凍 軍律 ､ 市民 による 自由な表現 と交方己の墳 と しての コ ミ ュ

ニ ティ カフ ェ 設立の ため我 足 しま した ｡ 仙台在任の有志1 0

改 名がメ ンバ ー です . こ れまで , 庶春の カ フェ で ロ ッ クカ

フ ェ 開催 . 披 叉地支援 を考 える 車座 カフ ェ トーク . せん太

い メ ディ アテ
ー

クで毎月
一

回 u s t 百己惜 している｢ 事 しのシ ェ

ア ｣ の サポートなどを帝っ てい ます . 将来 ､ 仙台 にu V E や

ワ ー

ク シ ョッ プ をぁ こな っ たり . ギ ャ ラリー機能 があるカ
フ ェをつ くる肝画です ｡
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【交通ア クセス】 地下鉄･ 勾当台公園駅 南口缶 口徒歩2 分
J R 仙台堺より徒歩1 7 分

三 越アーケ- ドななめ向い ,
1 F は ｢ ツ ルハ ドラッ グ｣

ぴあ : ( P コ
ー

ド : 6 2 0 - 4 4 7 ) T E L O 5 7 0 ･0 2-9 9 9 9

イ
ー

プラス : h tt p :/ / e pl u s .j p

s p a c e s hi p dZl 台tg )んた : T E L O 2 2 - 7 9 2 ･ 5 1 6 7 (平El 1 4 : 0 0 - 1 7 : 0 0)

b o o k c a f e 火星 の阜 : T E L . 0 2 2 ･ 7 1 6 ･ 5 3 3 5 ( 1 1 : 0 0 - 1 9 : 0 0 火 . 水休み)

お問合せ/ ぁとのわプロ ジェ ク ト T E L O 9 0 - 2 9 5 4 - 7 7 1 9 (平 日1 2 : 0 0 - 1 9 : 0 0)

メ - ル ア ドレス : o t o n o w a 2 0 1 2 @ g m a ll . c o m

おとの わプE ) グ : h tt p:/ / o t o n o w a . blo E S P O t . C O M /

主催/ お とのわプE ) ジェ クト 協力/ せ んだい コ ミ ュ ニ テ ィ カフ ェ 準備室

衷抵 ｢ N O N U K ∈S )A

イラ ス トレーショ ン : スズキコージ
デザイン : 税額究妬

e n s e m ble of r e st s

htl p://tvlilt er . c D rF)/ c n 岳e m bler e8 tS

《ぁとの わ》 は､ 東北から子ども達の安全な未来と

あたらしい暮し方を自分たちの手で育み､ 発信していけるよう

音楽をエ ネル ギ
ー に､ 歌 い ､ 踊り､ つ ながり合う場.

おちやのわ

うつ ろ ひ カ フ ェ せ ん だい コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ 準備室

もののわ

飾人( か ぎり ぴと) kit o n e

仙台 こ けL ,l 訂っ こ + お りづ め N o t r e C h a m b r e

原発 ･ 放射能なんでも相談コ ー ナ ー

2 0 1 2 年2 月1 9 日⑧

1 3 : 0 0 - 1 9 : 8 0 * % : R e n s a
入 場料/ ⑳ 3

,
5 0 0 円 ⑳ 3

,
9 0 0 円

( ドリンク代那¥ 5 0 0 / 当日) 全席自由 ‡崇中学生 まで無料
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支払正人 jW ,. s a , D T o m o b e

1 95 0 年東京 生ま れ
｡
1 9 意 の とさ 名古屋 の 耗 上

で歌 い始 め､ 7 2 年 r 大阪 へ やっ て 来たJ でレ コ
ー

ドデ ビ ュ ー

｡
以 降液新倖 r ク レ ー

ン｣ (2 0 10 ) ま

で2 2 牧の オ !) ブ ナル ア ルバ ム を発漉 する ｡ ほ か

に苛 呑も多数 あb ､ 般 新辞典 は ｢ 退屈は 素散J o

ニ ュ
ー ヨ ー クと日本を符 っ た り来た りの 暮ら し

を長 く絞 けで い る .

曽我悪声憲 一

K ei ,,hL S Q 血b e

1 9 7 1 年 生まれ ,
香川 県出身 ｡

ミ ュ
ー ジシ ャ ン

｡

R O S E R E C O R D S 主宰｡ ソ ロ だtナで なく､ 曽我

部 佐
一

B A N D
､ 再結成 を衆た したサ ニ

ー

デイ
･

サ ー ビス などで活動 を展阿 し ､ 歌 うこ と - の 飽

く なき 近東ミよと とよ る こと を頼 らな い ｡ プ ロ

デ ュ ー ス ワ
ー ク ､ 執 鮮, c M . 映 画音 楽制 作 ､

D J TJ･ビ､ そ の裁 現抵 臥ま爽に 多彩｡ 下北沢の カ
フ 三 雄 レ コI T

'

店 c I T Y C O U N T R Y C I T Y の オーナ- でもあ る｡ 点
新作 は . 多岐t = 浸 る活勤 を灸約 し , 今 一 度 ､ 表現 主体 である 助我都

府
-

と し で歌 へ と向き合 っ た ソ ロ 7 ル / ( ム r P N K 上

乗京E) 一

カル ･ ホンク T oLu o L h C d H o 血

1 9 9 4 年度 盛の 4 人 乳 LT V E & 杏含 む 5 枚の ア ル

バ ム を発 盛 し ､ そ の 音適性/日‡墳 力は 各 方面か

ら高い 評価 を得て い る D

友部正人 との 典故 は デル J i ム r
'

ク レ ー

ン J に 結

夷, そ q)凄 の ツ ア- でも持 b 革に な る名シーン
を多数親し1 .= ｡

2 0 1 1 年1 1 月 に は 4 年 ぶ り待 望 の 3 rd ア ル バ ム

y u m b o " #

私選習選
OPE N 19 :0 0 S T A R T 1 4 :0 0 - 1 9 :0 0

6≡6ヨEEEEEg W

タチタカコ T d 血 血 T A, ,

ハ
ー ド コ ア ･

パ ン クか らア プ ァ ン ポッ プま で､

あら ゆる衣親分野 を内包 し得 る新種( ある い は .

珍種) の シ ン ガー& ソ ング ラ イタ
ー

,

ピ ア ノ と歌 だけ を携えて , 剥き出 し の表現者魂

L = 蒔か れ るまま独立独歩 で取 っ て歩 く｡

2 0 0 4 年 . 映画 r 弾 も知ら な い ｣ ( 是模格和監督作

晶) の 挿入歌 r宝石｣ を収録 し たアル / ( ム ｢ そ ら ｣

を 1) 1) - ス し デビ ュ ー｡

以降 . よ し t, とば なな 田仲に よ る映 画 ｢ ア ル ゼ ンチ ン / ( バ ア ｣ の 主

成敗 や , C M 等l = 楽曲 を挺供 o

小野 一 棟 R k yb o 0 " o
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1 9 7 6 年束京生よL t 横浜在色 の シ ンガーソ ン グラ
イタ ー

｡
コ ツ コ ツ働 い た 2 0 ft を煮て ､ 30 意 噴か

ら本格的L= 管楽 L = 取 り組 むよ うに なる ｡

2 0 1 0年 束 ､ 1 st ア /レ バ ム ｢綿 帽子｣ を
1) )) -

ス
｡

素朴 な唄と生活の 詩 ､
シ ン プル なサ ウン ドに好

評 を博す o

2 0 1ユ年は W i n d Bl o w ､ A c o u sti cC a m p ､ 勝 手に ウ
1

7

F ス ト ッ ク
,
P r o b ct F U K U Sf Ⅱ岨 A 尊大塑野外 フ ェ ス t= t ' 出7Vi .

T e n ni s c o a t s テ ニ ス コ - ツ

'

9 8 年より[ul台 を拠 点に 満載す る 普楽 グループo
破零浩次( 作紀作 曲/ ビ ア / / ベ ー

ス 飽) ､ エ 醇

夏海( フ レ ン チ Ji = ) i , y / フ 1) エーゲ′レホ ル ン) ､
大月俊二 ( ギタ ー / べ -

ス / フ )) ユ ー ゲル ホル

ン), 高柳 あゆ子( ヴォ- カ ル) ､ 山路知 滋子( パ ー

カ ッ シ ョ ン･) , 芦田頻人( ユ ー

フ ォ ニ ウム / ペー
ス/ ギター) か ら成 る 6 人拓成 ｡ 現在までに r小

さ な穴J (
'

03 年M ajik l C k ) 咽 滅 と反響｣ (
'

o 6 年 M aji k l C k n g l( め ) r 甘い

塊｣ (
'

o 8 年 o nt o I鳩 O n) r こ れ が 現爽だ｣ (
'

1 1 年7 e . p .) な ど の C D を発 哀

し て い る ｡

R a c h a el D a d d レ イ チ ェ ル . 〆 , ド

英 国 ･ プ l) ス ト ル 在住
｡
ギタ ー

, バ ン ジ ョ ー

､

ウク レ レ , ピア ノ を暁葬 ｡

1 7哉 でフ ァ
ー

ス トアル バ ム を 1)
1) -

ス
｡
0 4 年カ･

ら ′l) ス トル に 拶○, w 11 A L E B O N E P O L L Y や

T H E H A N D な どの サ イ ド ･ プロ ジェ クトも開始 ｡

′､ ン ドメ イド ･ プラ ン 7{ M A G P Ⅸ を立ち上 げる ｡

ソ ロ で3枚 の ア ル バ ム と, 2 枚 q) 卓 ニ ア ル / i ム を

発 表 ｡ G O N T I T 王の 3 0 周年 ア ル J ( ム r V S O D･- v e r y s p e c i al o r d i n a r y
血 y s｣ の ゲ ス [ ･ ヴ ォ - カJt ,

｡

'

1 1 年 に 新 作 rbit e t h e m o u nt ai n ｣

1
) リ- ス o

l C Hl ィ チ

さや と相野 隆司を中心と した軟 と曹 ｡ El 本 の み

ならず､ 様 々 な場 所で様々 な人 と書E= 出会 い な

が ら括鮎 中. 様 々 なキ ヤ 1) アが ありなが ら も ､

い つ も結成 当初 の よう な状態 で. 全 く型 に は ま

ら ない†吉池/ 演奏を鋭 け る . 日本で は数少 な い

稀 な淑葬家T = ち. 近年では マ イクや ア ン プを使

わす ､
よ り普やうた の 根源に )丘づ くよう な洗車

ス テ イ
-

ル パ ン ､ 木琴 ､ 鉄琴 ､ トラ ン ベ ッ ト ､

メ ロ ディ カ ､ 風舶 ､ タ イ プラ イ タ- ､ 声. 自作

薬韻 などを 一 人で自在 に淑重 し. お もちゃ 箱を

ひ っ くり返 した よう なス テージ ング をみ せ る ,

ひ とりサーカス 楽 団I C 11 11 2 0 0 5 年に 1 st ア ル / i
ム r m o n oJ を､ 2 0 1 0年 に 2 11d ア ル バ ム r m e m 【)｣

を 1) 1) - ス ｡ 沖鈍か ら北海道 まで全 国各地 で ラ

イブ をお こなう ｡ イ ギ 1) ス を中心 にオ ラ ン ダ. ペ J レギ ー

､ 7 ラ ンス ､

ド イ ツ , ス イ ス ､ オース ト 1) ア ､ イタ 1) ア でツ ア - をキテい ､ U X 最

大規模の グ ラス トン ペ 1) - フ ェ ス テ ィ パ ル に2 年迎椀 出端 .

お とのわこども薬団 o t o n o M R .i, b , w G 払 こ の 日こ こt ｡ 報 ま っ た ｡ ど も嵐

1 3 :0 0
-

1 8 : 3 0

う つ ろひカフ ェ
- ふ だん 潜で出掛 ける 乱 うつ ろ ひ なが r

こ

テ ィー､ 戯適中 国茶 をご用鹿
｡
バ ク ン T(

ケーキ ,
お すすめ ス イーツ をたず さえ て ,

今 El もちい さな カ フ ェ を展開 します ｡

せん だ い コミ ュ ニ テ ィ カフ ェ準備室

1 3 : 0 0 - 1 9 ;3 0

-

､ 飾人( かざりびと)

ア クセ サ リ- ( 彫金) 杜 の 都 ク ラ フ ト フ ェ ア発 起人 .

松 本クラ フ ト等全国 の イ ベ ン トにEtI 展 ｡ N H K 仙台 ｢ キ

ラ
1) こ の 人｣ に 出温

｡
立体迫形容も闇作

o

仙台こけしばっ こ + おりづめ

こ け しの 雑 食 + j b
.

りづ め ガ ラ ス . が ま ぐち , 布小物 ,

コ サ
ー ジ ュ

. ア クセ サリー｡

kit o n e

縫 製に 使 う ミ シ ン は 独立型 の 太階 光発簡 の句工力 を使

い
,
でき る だけ地球l 二負担 の か か らな い ､ 未来 を産言放

し た作品作 りを 心 がけて い よす｡

N o t r e C h a m b ｢ e

身 体が喜 び と気持 ちよ さ を感t= られ るよ う な食 べ も

の ､ 飲 み もの と小他 の 販売
｡

子ど もたち を放射能か ら守るみやぎネ
t

y トワ ー

ク

3 .1 1 以降､ 放射能に 向尊台っ て生 きて い くこ とを余俄なくさ れた

私達 ｡ 宮城県南部で は ゆるや か にネ ッ トワ- ク がで善女した ｡ 兼満
会や勉強会 ､ 快報交換会の 開催, 要望書の 療出､ 保先の作句交換な

どl言広く活動 して い ます. 思い を共有 してくださる方 ならどなたで

も参加で きます｡ 当 臥 丸森で つく っ てい 争虫味噌などの 廉売も致

します ｡ どうぞ虫気態にお 声が けくだ さい .

みや ぎ脱原発 ･ 毘の会

見の 会 は 2 0 0 1 年に 豆I b を開始 しました . 環境 エ ネル ギ- 政策摂象
所銀EEl哲也さん の講演会の陶催が最初の取組で す｡ 前身は女川原発

運転蓮止蒔蛤を支達してき た女川尿発砺牧童頻連絡会恐 ｡

｢見｣ と い う名 臥= は自薦 エ ネル ギ- の A と ともに . 艦原発社会に向

かう風を起 こ したい とい う患い も込め られて い ま れ 年4 - 5 国会報

｢ 嘘り砂J の発育 ､ gt 来会 . 写文展 . 見学会{J どの活動と ､ 政策卓換

を求め 国や 宮城県や 東北奄カヘ の社捷交渉も丑律 して集ま した ｡

三陸
･

宮城の海を放射能から守る 仙台の会 ( わかめ の会)

2 0 () 6 年 3 月 3 1 日に書森県六 ヶ所村の再処理= 鳩の ア クテ ィ ブ就扱

が強行され ま した｡ 同 年に仙台で の r 六ヶ 所村ラ 7
'

ソデイー｣ 上映
(= か かわっ た人達などが中心に なりわか めの 会がで きました ｡ これ

まで
､
JL か な三 陸の 海を守 ろうと岩手や書森の 人たちと連動 し, 原

発や再処理 ･

横松に つ い てあまり知らなか っ た方々 も含 め､ 再処理

工鵜の 木格抜出を止 める連動をして普ま した . 【主な活動】2 0 0 8 年

｢海 に皇(= 放射能を捨 て ない で J - S T O P l 再処理本格稼働 ｣
を書森 ･ 岩手の 4 同体 と共催 ､ ｢ 六 ヶ所村 ラプ ソディー文El 本市B:
サ ミ ッ ト｣ を~3 国共催.

5 年倭1 0 年肯こどもたちが健やかに育つ 会 せんだい みやぎ

3月1 1 日の兼茨やそれ に続く原発事故d ､ 私たちの 生活 に大卓な形

書をもた らしてい ます. ｢lb 記して い るの は 自分だけ? ｣ ｢子 どもを

守る た削 ことう した らいい の ? ｣ など､ 不安 や仲頼が知 り f= という

多くの 声が上がり始めて い ます｡ その声 EL 親か ら親へ とつ ながり ,

広が り , 大きな故 になっ てい ます 1 私 た 引ま､ 愛する こ の地 で ､

未来その もの で あ る子どもたちを. 健やか に育て て い幸た い .

小さ き花 市民の 放射能滑走蓋仙台

仙台市太白区坪泊 で長年有機 ･ 自然Jk 法 を営ん で きました ｡ 2 0 1 †

年 1 1 月に一番小さ善人 ､ 困 っ て い る 人 . 必要と して くれ る 人の た

め に 仙台 初の 7b 辰lこよる 放射能 溺愛 空を自宅 に 開放 ｡ (湘 虚器

F N F- 4 0 1) 測定料金は- 横晶3 0 ∝)円です｡ 壌含に よ っ て は 無料で
測定 し､ Tt L タ は市民で共有で きるよう公衆 して い ます｡ スタ ッ フ
は原発2 0 k rTl 幽内か ら避難 してきた 方と石巻で寮を流された方､ 井

災で仕事ををくされた方と陣書着の 方にお節 い して い ます｡

遇 3 自の小さなシュ タイナー幼稚預と投手クラス

､与I

s p a c e s hi p fTTT台ゆんた

h tt p :// w e b . m e . c o m / y u n t a




